





Creating a Local Community and a Place for Children: 
The Setagaya Uki-Uki Club
Tsuyoshi WATANABE
　　The Author has been supervising a “parent-child sports club” at Showa Women’s University 
every Sunday since 2006. In addition, he established after-school childcare in 2016 and the Children 
Future College in 2018 with the mission to provide a space for children to care for in the community 
after school or during the holidays. In this paper, the author will report the results of the Setagaya 
Uki-Uki club activities and the results of research on creating “a place for children” in the local 
community. The research revealed that: (1) In spite of difficulties that may arise, with collaboration 
from local governments, private organizations, and NPOs, local communities will be able to 
maintain space for after-school child-care. (2) Through the activities, programs, and events held by 
the Uki-Uki club, a strong bond has been created between the members of the Uki-Uki club, 
universities, local shopping streets, and the local community. The Uki-Uki club has created and 
activated a new local community. (3) It is necessary to involve more people from the local 
community in order to solve social issues. To achieve that, we should provide chances for local 
people to increase their awareness of those social issues.













































































































































































































キまつり」を開催している。2018 年は，3 月 25 日
























ル・虹」で，毎月第 2・第 4 木曜日に開催されてい




図 2　せたがやウキウキクラブの事業内容 出典： 筆者作成












































図 6　こども食堂（せたがや子どもバル・虹） 写真： せたがやウキウキクラブ所蔵
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を手伝ってくれる。ボランティアとして，せたがや
ウキウキクラブの活動やイベントに参加することで，
せたがやウキウキクラブや地域のために貢献する喜
びやその意義を知り，次世代の活動の担い手となり，
リーダーとして育ってくれることを期待している。
（2）ネットワークを構築する
　ネットワークの構築とは，「地域に存在する資源
なり機関・団体が有機的なつながりを保ち，そのつ
ながりによって地域課題（ニーズ）に取り組むこと
ができる体制づくり」を意味する。
　様々なサービスや近隣での助け合いが不十分な生
活圏域では，まずはこれらを充実させる必要がある。
さらに，それらが有機的に連携し合い，協働して支
援していく体制がつくられることが必要である。例
えば，大学や企業等が保有する専門的知識や技術を
地域の防犯活動等に活用し，あるいは人的支援や施
設を地域に提供することで，大きな成果を生み出す
ことが期待できる。
（3）情報を発信する
　いくら良いことをしていても，世の中の人に伝わ
らなければ意味がない。伝えるには，ブログや
SNS を通じて，実施している事業や関連する社会
課題についての見解を発信したり，行政に対して政
策提言をしたりする必要がある。
　例えば，病児保育の認定 NPO 法人フローレンス
の代表である駒崎弘樹氏は，フローレンスの事業や
関連する社会課題についての見解や行政に対する政
策提言を，ブログや SNS を通じて絶えず発信して
いる。こうした情報発信は，病児保育をはじめとし
た関連課題への意識を啓発すると同時に，フローレ
ンスという団体の認知拡大にもつながっている。
　社会課題を解決するには，より多くの人を巻き込
むことが必要である。そのためにも，日々の情報発
信による「知ってもらうきっかけづくり」が欠かせ
ない。また，日頃からどんな団体でどのような事業
を展開しているか情報発信することも重要である。
まとめ
　本稿では，「子どもの居場所と地域コミュニティ
の創出」というテーマで，せたがやウキウキクラブ
の取り組みについてまとめた。その結果，以下のこ
とが明らかになった。
（1）行政と民間・NPO・地縁の取り組みによって，
安全・安心な「放課後の子どもの居場所」は確保さ
れつつある。しかし，子どもたちが集団で遊んでい
た自然発生的な居場所を再現するには至っていない。
（2）せたがやウキウキクラブが提供する様々なプロ
グラムやイベントを通して，会員，大学，商店街，
地域が様々なカタチで出会い・つながることで地域
と一体となり，新たな地域コミュニティが生まれ，
社会を活性化する基盤と機会が創出される。
（3）社会課題を解決するには，より多くの人を巻き
込むことが必要である。そのためにも，日々の情報
発信による「知ってもらうきっかけづくり」が欠か
せない。また，日頃からどんな団体でどのような事
業を展開しているか情報発信することも重要である。
　放課後や休日の子どもの「居場所」づくりを進め
ていくには，その地域に暮らす子どもの生活全体を
見渡し，安全・安心な生活空間をつくることが必要
である。これまで，せたがやウキウキクラブは，昭
和女子大学を活動拠点として「親子のスポーツクラ
ブ」を中心に，クラブの会員と地域の人との交流を
促進するイベントを開催してきた。それは，新しい
コミュニティの創造に向けたイベントであり，会員
の豊かなライフスタイルと商店街の発展，そして地
域の賑わいを促進するものである。
　地域コミュニティの創出は，楽しいイベントによ
っても進めることができる。「子どもの居場所」を
中心に，親子で楽しいイベントに参加しながら，地
域の人びとが人間関係を確認し，新たな関係が生ま
れ，地域コミュニティが成長していく。そのために，
筆者は今後も活動の担い手を育て，ネットワークを
駆使し，せたがやウキウキクラブの取り組みを「ウ
キウキモデル」と名付け，情報発信していきたい。
また，今回は総括的な報告にとどまったが，今後は
実証性のあるデータをまとめ，せたがやウキウキク
ラブの具体的な取り組みについて続報を紹介してい
きたい。
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付記
　本稿は，公益財団法人公共政策調査会の平成 30 年度懸
賞論文に応募した「子どもの居場所は地域コミュニティ
の拠点になれるか〜せたがやウキウキクラブの取り組み
〜」に加筆・修正したものである。
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